
 
 
 
 
 
 

 

ガソリン携行缶を正しく使いましょう 
 
 

クリックするとポスターが開きます↓ 
 

ガソリン携行缶を正しく選び、正しく使うこ

とによって、安全に危険物を運搬し便利に取り扱う

ことができます。 

正しく使う６つのポイントをしっかり守って、安 
 

心・安全な暮らしにつなげましょう。 

 

購入の際にはいずれかのマークの付いた 

携行缶を選んでください。 携行缶に貼り付けるステッカー 
 

！噴出注意！ 
 

★周囲の安全を確認 
 

概ね 8cm 程度 ★フタを開ける前に 

①エンジン停止 

②エア抜きをする 

★高温の場所禁止 

 
概ね 13cm 程度 

 

６つのポイント 
 

①危険性について…ガソリンは静電気の「パチっ」という火花でも容易に着火します。 
 

②容器について…灯油用ポリ容器にガソリンや軽油を入れることは大変危険です。 
 

③購入について…セルフスタンドであっても自ら注油はできません。従業員に依頼してください。 
 

④保管について…危険物を入れたまま長期間保管したり不必要に購入しないでください。 
 

⑤事故防止について…キャップを開ける前に必ずエア抜きを開けて携行缶内の圧力を抜いてくだ

さい。また、火を使っている付近で取扱うことは火災の危険性が高まり非常に危険です。 

⑥取扱いについて…キャップ・パッキンの劣化、ノズルのひび割れに注意して危険物を漏らさない

ように注意してください。 

 
 
 
 

お問い合せ先 

新発田地域広域事務組合消防本部予防課 

電話   ０２５４（２２）８０９６（直通） 

 

 

 

 

https://www.shibata-kouiki.jp/119/files/gasorinn.pdf

